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拠点連携型都市構造について【滋賀県都市計画基本方針：抜粋】

◎低密度な拡散型の都市構造から、既存のストックを活かす視点を重視し、持続可能で質の高い都市構造への転換

・様々なサービス機能が集積した多様な拠点を形成し、それらを公共交通サービスで結ぶ
「拠点連携型都市構造」の実現

・規模の異なる多様な拠点間を公共交通ネットワークで結ぶことで、医療・福祉、教育、商業、防災等の
都市機能を補完

・都市計画と公共交通の連携した取組により好循環が生み出され、持続可能で質の高い都市構造が形成
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「主な拠点」の設定について【滋賀県都市計画基本方針：抜粋】

〇公共交通軸の考え方
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未分類
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拠点要件を満たすが主な書店と近接
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【凡例】
主な拠点（県が設定）



コンパクト・プラス・ネットワークの強化【国土交通省資料：抜粋】
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市町村域を越えた広域連携の協力な推進【国土交通省資料：抜粋】
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草津線を活かした広域連携まちづくり【草津市提供資料】

中心市街地活性化基本計画 ➤ 未来ビジョン
（H25.11～R7.3） （R7.4～）

・令和７年３月策定の「草津駅周辺エリア未来ビジョン」において、今後の人口減少・超高齢社会の進展を見据え、

草津駅周辺エリアの果たす役割を「県南部地域を牽引する活力の源泉」と設定。

・将来のリニア三重県駅との接続を見据えつつ、ＪＲ草津線沿線市町に対し、草津線利用促進に向けた都市構造

の転換に向け、草津線を活かした「草津線沿線まちづくり」を呼びかけ。

・草津駅を拠点駅としつつ、沿線各駅が相互補完する都市構造により、「鉄道」を軸とする広域沿線都市圏を検討

・『滋賀県草津線活性化・複線化促進期成同盟会※①』に、「草津線沿線まちづくり勉強会※②」を発足予定

※①滋賀県、草津市、栗東市、湖南市、甲賀市、日野町、伊賀市により構成

※②「広域まちづくり推進チーム(県／県内４市／JR西）」「駅まちデザイン勉強チーム（※①＋JR西）」で構成。

広域まちづくり推進チームでは、「広域立地適正化の方針」の作成も視野
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論点の整理

【背景】
・令和４年３月の基本方針策定から約４年を経過
・国において、都道府県が関与する「市町村を越えた広域連携の強力な推進」を推奨
・令和８年３月に「滋賀県地域交通計画」が策定予定
・ＪＲ草津線活性化・複線化期成同盟会において、沿線まちづくり勉強会を設置予定

【課題】
・公共交通への議論が進む一方、拠点のあり方、拠点間連携の議論は進んでいない
・「主な拠点」間の連携を進める上で重要な機能や役割による拠点分類が進んでいない

【論点】
①滋賀県都市計画基本方針の「主な拠点」について、役割や機能などを踏まえた分類を
進めることについて

②拠点連携型都市構造の推進、市町を越えた鉄道沿線の広域連携に向けて、滋賀県に
期待する役割について

➤拠点連携型都市構造の実現に向けて
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